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研究成果の概要（和文）：本研究は、中国系ディアスポラを対象に、トランスナショナルな人の移動があらたな
地域の創出にどのような影響をあたるのかについて、東南アジアや日本国内における諸事例を通して人類学的に
検討することを目的にした。研究成果は、タイにおける中国系ムスリム移民が多民族と交渉しながら地域のなか
で関係性を築きながら根づいていくプロセスをライフヒストリーを中心に調査を行なった。日本では、神戸にあ
る華人キリスト教徒のコミュニティンの形成過程を教会の設立と信徒の相互交友の歴史的プロセスから跡付けて
いた。それぞれの成果については、国内外のワークショップや会議において発表し、その成果を一部出版した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to anthropologically examine how transnational 
migration affects the creation of new regions for Chinese diasporas through various cases in 
Southeast Asia and Japan. The research results investigated the process by which Chinese Muslim 
immigrants in Thailand take root while negotiating with multi-ethnic groups and building 
relationships within the region, focusing on life history. In Japan, the process of forming a 
Chinese Christian community in Kobe was traced from the historical process of the establishment of 
the church and the mutual friendship of the believers. Each achievement was announced at domestic 
and overseas workshops and conferences, and some of the achievements were published.

研究分野： 文化人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、祖国や故郷を離れた越境者を対象に、主として宗教のもつ社会的役割とコミュニティの
創出や地域社会への影響を人類学的視点から明らかにした点にある。また、中国系ディアスポラにおける移動に
もとづく共同性が、どのような文化的・社会的装置によって継承されているのか、その生成原理を二つの宗教
（キリスト教とイスラーム）を通して比較できた。従属的な立場に置かれがちな越境者への理解を、当事者の自
律性に着目して、具体的にフィールドの事例より明らかにすることで、越境者をめぐる多民族の共生社会にむけ
た学術的提言をすることにつながった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

移民、難民を含む越境現象は、ネットワークを担う多様なアクターによる人、モノ、金や情報
のフロー、地域間の連関と多元的な相互交渉と民族的文化的、宗教的接触を伴ったインターアク
ティブな相互作用を伴う。近年では、脱国家、脱領域性に着眼したディアスポラ研究が盛んにな
り、かつ「人間の安全保障 human security」という概念によって、国家単位ではなく、一人ひ
とりの「人間」への尊厳に立脚した地域理解と人間開発の必要性が唱えられ、政治主導のアプロ
ーチのみならず、民族や文化・宗教的側面に着眼した移民・難民研究が敷衍されつつある。 

 しかし、越境者が地域共生に果たす役割、越境がホストや送出国との間で宗教・民族文化にも
とづいた多元的な交渉とネットワークを紡ぎだし、新たな共同性を再構築していくという越境
者自身の目線からみた自律的なメカニズムは十分に研究されてきたとは言い難い。 

 申請者は国家と社会・個人を取り結ぶ越境者の経験に基礎づけられた文化的、宗教的、歴史的
なネットワークにもとづいて主観的に生成される社会空間を「ミクロ・リージョン」と概念化し
た［王 2010、「特集―越境と地域空間：ミクロ・リージョンをとらえる」『地域研究』。また、申
請者は共同研究を通して、同一民族内においても、アクターの果たす役割、宗教の相違によって
地域、国境を越えたネットワークには多様性がみられる点を指摘した［王 2014、「多元的結合か
ら共生を考える」『下からの共生を問う―複相化する地域への視座』］。とりわけ、申請者は、北
タイ国境において、雲南系ムスリムが漢人との相互交渉を通した共生関係により、中国や台湾と
いった中華世界と接合する華人性を表出する一方で、イスラーム意識の再活性化を通して汎民
族的な地域社会を再構築している点を明らかにした［王 2011、『越境を生きる雲南系ムスリム』］。 

 

 

２．研究の目的 

本研究は、グローバル化が進むアジアにおいて、中国系ディアスポラを対象に宗教（イスラー
ムとキリスト教）と民族文化に着目し、トランスナショナルなネットワークの多元性と地域連関、
越境者の生存に必要なあらたな宗教圏の創出について共同性と共生の観点から解明することを
全体構想とする。具体的には、越境者がホスト社 会においていかなる有機的連携によって宗教
的民族的な共同体を維持・展開しているのか、宗教がローカルなコミュニティに果たす役割、異
なる宗教間の接触に伴う相互の受容や共生関係、それを通じて紡ぎだされるトランスナショナ
ルな地域空間の生成の動態を解明する。さらに越境者への理解を通じて、既存の国家制度の改善、
革新について何が貢献できるのかについても検証し、実践的共生社会にむけた学術的視座を提
示する。 

 

３．研究の方法 

本研究が対象では、２つの調査対象を設定している。一つは、これまで研究を行ってきた 19
世紀末から 20 世紀半ばまでの間に、中国雲南省からミャンマーをへて、主としてタイ、台湾に
離散した中国系ディアスポラである。もう一つは、中国系ディアスポラのうち、申請者が暮らす
日本に住むキリスト教徒である。前者に比べ後者については依然として研究蓄積は十分でない。                                 
本研究では、移民・宗教研究、人権・社会保障、地域間比較の３つの視点から、中国系ディアス
ポラの宗教圏の生成と多元的共生関係についてフィールドワークと文献調査をもとに比較研究
を行う。とりわけ、(1)宗教施設（モスクや教会）の分布、設立年、設立の経緯、(2)イスラ
ーム、キリスト教による宗教コミュニティの形成のプロセス、(3)宗教指導者のライフヒス
トリーと指導的役割、(4)国境を越えた信徒の宗教実践とネットワークなどについて明らか
にすることで、宗教によるコミュニティの生成の差異と共通点を浮き彫りにできると考え
た。 
 

 
４．研究成果 
 上記研究に関する成果は、国内外の研究会や学会において口頭発表を行い、また現在論文とし
て執筆中である。そのうち、すでに成果が出版された日本における華人キリスト教徒コミュニテ
ィから得られた知見を以下にまとめ、最後に宗教間の比較にむけた課題と展望を示す。 
 

(1)クリスチャン・ディアスポラに関する研究において、民族の離散はかならずしも、コミュ
ニティの周縁性を一義的に規定するのではなく、ディアスポラの人々がもつ自律性、宗教の
役割を神学的に理解する立場、あるいは、国境をまたいで信仰と民族の交差として立ち現れ
るネットワークの動態等についての社会的民族的理解が進んできた。そこで問われている
のは、ディアスポラを生きる人々とキリスト教をめぐる信仰の動態は、人々をとりまく政治
的経済的多民族との民族間関係のなかでたえず生成・規定され、世界宗教であるキリスト教
はたえず、ローカルに文脈化されて受容され、時に読み替えられていく点である。 

(2)本研究が対象としたのは、日本にすむ華人クリスチャンである。日本のクリスチャンが全



人口の 1％前後にしか満たないというマイノリティ状況のなかで、中国や台湾に出自をもつ
いわゆる華人クリスチャンにはどのような宣教の種がまかれたのだろうか 。また人々は民
族性や周縁性といった課題にどのようなに対応しつつ、異国において信仰の宗教的な共同
性場を維持し、信仰を継承してきたのだろうか。こうした問いにもとづいて神戸を対象にお
こなった調査からつぎのような結論がえられた。 

（3）調査地は、1949 年以後に創設された神戸の華人教会である。調査を通して、外国人宣教
師との関わり、教会の制度化とその葛藤をへて現在に至るまでの展開と信徒の受洗の動き
についてまとめた。その特徴は、米国のミッショナリーによって萌芽的に形成された教会が
しだいに、「わたしたち」の教会として、台湾や中国を出自とする華人たちによって支えら
れ、主体性と民族性を失わずに歩みだした姿にある。米国ミッションから独立して以後は、
創設以来から続いている台湾の長老教会とのつながりが重視され、そのネットワークが維
持されている点に特色がある。しかしながら、初代の台湾系牧師が引退してからは、長期的
に教会をリードしていく牧師が不在であり、その牧師を持続的に養成することの難しさに
直面している。ミッションから独立することによる華人による独自性の強化というメリッ
トをもつ反面、専任牧師が一時的に不在のため、牧師のリーダシップという点ではやや脆弱
性を持つ。 

(4)また、神戸の華人教会の特筆すべき点は、台湾系華人と中国大陸系華人の信徒が、それぞ
れの文化的政治的歴史的立場を超えて、キリストの名のもとに、あらたな信仰共同体を形成
している点である。とくに台湾系の初代牧師をへてその後、同じ華人教会で育った大陸出身
の牧師が輩出された点は、華人教会の自律性という点のみならず、多様な出自をもつ華人が
教会を軸にあたらたにコミュニティを生成しつつあることを示している。 
 

上記の日本における華人キリスト教徒のコミュニティの形成過程は、他者との関係性におい
て宗教の果たす役割を示している。また、ディスポラに生きる人びとが、民族性や周縁性といっ
た課題にどのように対応しつつ、異国で宗教的な共同性を維持し、信仰を継承してきたのかにつ
いて示している。今後は、これらの点を参照し、現在成果を執筆中のタイに生きる中国系ムスリ
ムのコミュニティと比較することを通して、宗教によるコミュニティの生成の差異と共通点
を浮き彫りにしていくことを目指していく。 

 
＜引用文献＞王柳蘭「ディアスポラ・コミュニティの再構築と信仰の継承―神戸華人とクリス

チャン」『辺境コミュニティの維持―島嶼、農村、高地のコミュニティを支える「つながり」』
本村真編著、ボーダーインク、2020、pp.145－176。 
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